
いばらきネットモニター 県政への要望・生活意識に関するアンケート結果 

１ 調査目的 

  このアンケートは、県民等の県政に対する関心、要望や、生活意識などをとらえ、県行政の

推進を図るうえで必要な基礎的資料を得るために実施しました。 

２ 結果の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・県の行政全般について考えた場合に力を入れてほしい面としては、「地域医療・福祉の充実」

と回答した人の割合が最も高く、次いで「雇用の創出」、「農林水産業の振興」であった。 

・現在の暮らし向き（家計の状態）の満足度に関しては、「十分満足している」と「十分とは

いえないが一応満足している」を合わせた【満足している】が過半数を占めた。 

・昨年と比較した暮らし向き（家計の状態）について、「少し苦しくなった」と「とても苦し

くなった」を合わせた【苦しくなった】と回答した人の割合は約半数を占めた。 

・日々の暮らしについては、「物価高騰」に関して不安や不満を感じている人が多いことが分

かった。 

 



【問１】（県政への要望） 

あなたは、県の行政全般について考えた場合、どのような面に力を入れてほしいと思いますか。

次の中からあてはまるものを最大３つまで選んでください。 

                                       （n=968） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 県の行政全般について考えた場合に力を入れてほしい面としては、「地域医療・福祉の充実」

(11.3％)と回答した人の割合が最も高く、次いで「雇用の創出」(9.5％)、「農林水産業の振興」

(7.7％)であった。 

○ 「その他」（1.3％）として、次のような意見が挙げられた。（計 35件） 

 ・既存の中小企業ではなく、新しいスタートアップを応援する仕組み 

 ・予防医療の促進 

 ・道路の整備。未舗装の道路が多く舗装されていても穴だらけで走りづらい。全般的なインフ

ラの整備を望む 



【問２】（暮らし向きの満足度） 

あなたは、現在の暮らし向き（家計の状態）についてどの程度満足していますか。 

次の中からあてはまるものを１つ選んでください。 

（n=968） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 現在の暮らし向き（家計の状態）の満足度に関しては、「十分満足している」(10.2％)と「十

分とはいえないが一応満足している」(50.2％)を合わせた【満足している】が 60.4％であった。 

○ 一方、「まだまだ不満だ」(25.8％)と「きわめて不満だ」(12.1％)を合わせた【不満である】

は 37.9％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【問３】（暮らし向きの変化） 

あなたの暮らし向き（家計の状態）は、昨年の今ごろに比べて楽になりましたか。それとも苦

しくなりましたか。 

次の中からあてはまるものを１つ選んでください。 

（n=968） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 昨年と比較した暮らし向き（家計の状態）について、「とても楽になった」(2.0%)と「少し楽

になった」(5.6%)を合わせた【楽になった】と回答した人の割合は 7.6％であった。 

○ 一方、「少し苦しくなった」(34.1％)と「とても苦しくなった」(15.1％)を合わせた【苦しく

なった】と回答した人の割合は 49.2％であった。なお、「変わらない」と回答した人の割合は

42.1%であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【問４】（暮らしにおける不安や不満） 

あなたが、日々の暮らしについて、不安や不満に思うことはどのようなことでしょうか。 

次の中から、あてはまるものを全て選んでください。 

（n=968） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 日々の暮らしについて、不安や不満に思うことは、「物価高騰」と回答した人の割合が 16.5%

で最も高く、次いで「人口減少・少子高齢化」(7.4%)、「医師不足、病院再編」(7.2%)であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 調査の概要 

（１）調査形態 

   調 査 時 期：2025年 12月 18日 ～ 2025年 12月 31日 23時 59 分 

   調 査 方 法：インターネット（アンケート専用フォームへの入力）による回答 

   モニター数：1,671 名 

   回 収 率：57.9％（回収数 968名） 

回答者の属性：以下の通り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）担当課 

   茨城県総務部知事公室 報道・広聴課 

   電話：029-301-2140   E-mail：kocho@pref.ibaraki.lg.jp 

 

 人数（人） 割合（％） 

全体（n） 968 100.0 

地
域
別 

県北 81 8.4 

県央 315 32.5 

鹿行 51 5.3 

県南 296 30.6 

県西 64 6.6 

県外 161 16.6 

性
別 

男性 437 45.1 

女性 531 54.9 

年
齢
別 

16～19 歳 6 0.6 

20～29 歳 44 4.5 

30～39 歳 115 11.9 

40～49 歳 239 24.7 

50～59 歳 262 27.1 

60～69 歳 194 20.0 

70 歳以上 108 11.2 

職
業
別 

自営業 66 6.8 

会社員 376 38.8 

団体職員 48 5.0 

公務員 52 5.4 

主婦・主夫 190 19.6 

学生 19 2.0 

無職 123 12.7 

その他 94 9.7 

（注）割合を百分率で表示する場合は、小数点第２位を四捨五入した。四捨五入の結果、個々の割合の合計と

全体を示す数値が一致しないことがある。 

また、図表中の表記の語句は、短縮・簡略化している場合がある。 


